
                   

    
５
月
に
予
定
し
て
い
た

の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
自
粛
の

た
め
に
延
期
し
て
い
た
も

の
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
女
性
の
初
期
の
職
業
と
し
て

の
看
護
婦
」
に
し
た
の
で
、
関
心
の
強
い
方
の
み
の

参
加
で
１０
名
で
し
た
。 

 

今
回
は
終
戦
直
後
に
鳥
取
赤
十
字
の
救
護
看
護
婦

養
成
所
を
卒
業
さ
れ
た
元
保
健
婦
の
田
中
郁
子
さ
ん

に
当
時
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ 

の
内
容
は
左
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
研
究
会
で
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
わ
る
戊

辰
戦
争
の
時
か
ら
、
従
軍
看
護
と
し
て
の
看
護
婦
が

職
業
看
護
婦
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
こ
で
、
再
確
認
を
２
点
あ
げ
る
。 

① 

東
大
看
護
婦
養
成
所
の
明
治
３１
年
に
鳥
取
出
身 

の
「
河
﨑
志
保
」
と
い
う
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
。

看
護
史
研
究
家
の
高
橋
政
子
（
鳥
取
市
出
身
）
が
高
野 

京

を
調
べ
た
時
に
「
同
級
生
に
鳥
取
出
身
の
川
﨑
と
い
う

婦
長
が
い
た
」
と
語
る
の
を
聞
い
て
い
る
の
だ
。
鳥
取

県
内
の
ど
こ
の
人
か
分
か
れ
ば
新
情
報
で
す
。 

➁
東
大
病
院
は
い
つ
で
き
た
か
。
小
石
川
療
養
所
と 

の
関
係
は
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
政
子

著
『
写
真
で
み
る
日
本
近
代
看
護
の
歴
史
』
の
中
に
あ

っ
た
。 

帝
大
病
院
の
最
初
は
、
戊
辰
戦
争
時
、
横
浜
の
軍
陣
病
院

が
、
東
京
下
谷
の
旧
藤
堂
邸
に
移
っ
て「
大
病
院
」と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
１２
月
に
本
郷
本

富
士 

旧
前
田
邸
（現
在
地
）に
移
っ
た
。 

と
あ
る
。
小
石
川
養
生
所
は
、
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
現

在
の
小
石
川
植
物
園
の
地
に
１
７
２
２
（
享
保
７
）
年 

開
設
さ
れ
、
４０
名
収
容
し
た
。
明
治
政
府
の
漢
方
医
廃

止
の
方
針
に
よ
っ
て
間
も
な
く
閉
鎖
さ
れ
、
薬
園
と
養

生
所
施
設
は
文
部
省
の
管
轄
と
な
り
、
明
治
１０
年
東
京

帝
国
大
学
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
理
学
部
附
属

植
物
園
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 

以
上
。 

    

こ
の
「
碧
川
か
た
研
究
会
」
は
三
年
目
に
な
り
、

県
東
部
・
中
部
・
西
部
で
会
を
し
て
い
る
が
、
更

に
も
っ
と
広
め
、
後
世
ま
で
残
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。
県
内
の
公
共
図
書
館
の
紙
芝
居
の
棚

に
１
冊
お
い
て
も
ら
う
の
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
で
す
。 

 

ま
ず
絵
で
、
絵
が
描
け
る
人
は
少
な
い
の
で
す
。

た
ま
た
ま
研
究
会
員
の
知
り
合
い
で
描
く
人
が

い
た
の
で
す
。
文
章
は
何
と
か
考
え
る
と
し
て
、

研
究
会
を
開
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
数
人
が
集
ま
っ
て
練
り
上
げ
ま
し
た
。

印
刷
会
社
に
持
ち
込
む
の
は
１
月
、
そ
れ
ま
で
に

仕
上
げ
よ
う
と
実
行
委
員
会
を
組
み
、
進
め
て
い

ま
す
。 

 

来
年
の
今
頃
は
近
く
の
図
書
館
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
四
井
幸
子
） 
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研
究
会
で
は
今
年 

紙
芝
居
作
成 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

第
１２
回
研
究
会
を
７
月
１７
日
（
金
）
に 

県
立
図
書
館
小
研
修
室
で
行
い
ま
し
た
。 



 
 

 

                  

  

  

私
は
、
小
学
校
に

昭
和
１０
年
４
月
入
学

し
ま
し
た
。
低
学
年

の
時
、
支
那
事
変
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、

普
通
に
勉
強
は
で
き

ま
し
た
。
県
立
根
雨

高
等
女
学
校
の
頃
、

農
家
の
男
性
が
兵
隊

に
行
き
人
手
が
足
り

な
く
な
り
、
日
野
郡

内
の
農
家
に
農
繁
期

な
ど
勤
労
奉
仕
と
し
て
田
植
え
、
稲
刈
り
等
お
手
伝

い
に
行
く
こ
と
が
年
々
多
く
な
り
ま
し
た
。
女
学
校

４
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
、
学
徒
動
員
令
が
出
て
、

大
学
生
・
高
校
生
が
軍
需
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
、

根
雨
高
女
は
米
子
市
に
あ
っ
た
軍
需
工
場
「
日
本
ソ

ー
ダ
ー
」
で
働
き
ま
し
た
。 

昭
和
２
０
年
３
月
、
工
場
を
休
み
学
校
に
戻
り
卒

業
式
に
出
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
卒
業
記
念
写
真
に

「
神
風
」
と
書
い
た
手
ぬ
ぐ
い
を
頭
に
締
め
た
写
真

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

卒
業
後
は
ど
う
す
る
か
悩
み
ま
し
た
。
女
で
も
お

国
の
た
め
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
つ
い
た
の
が
、

鳥
取
日
赤
看
護
婦
の
道
で
し
た
。
高
等
女
学
校
卒
業

が
条
件
で
し
た
。
受
験
し
、
合
格
し
ま
し
た
。
昭
和

２
０
年
４
月
か
ら
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部
救
護

看
護
婦
養
成
所
併
設
の
養
護
教
員
養
成
所
に
入
所
し

ま
し
た
。
同
級
生
は
１
０
０
人
。
上
級
生
の
ク
ラ
ス

も
１
０
０
人
。
３
棟
の
寄
宿
舎
は
満
杯
で
し
た
。 

看
護
教
育
も
寮
生
活
も
軍
隊
式
で
し
た
。
教
室
は
寄

宿
舎
の
つ
づ
き
、
平
屋
の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
で
し
た
。
入

所
し
て
間
も
な
く
、
病
院
は
舞
鶴
海
軍
病
院
の
分
院
と

な
り
負
傷
兵
が
転
院
し
て
き
ま
し
た
。 

１
年
生
は
鳥
取
駅
か
ら
病
院
ま
で
患
者
を
担
架
で

運
び
ま
し
た
。
多
く
の
負
傷
兵
の
化
膿
し
た
傷
口
に
う

じ
虫
が
わ
い
て
い
ま
し
た
。
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る

た
び
に
病
院
に
出
て
負
傷
兵
を
防
空
壕
に
運
ぶ
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
空
襲
か
ら
医
薬
品
を
守
る
た
め
に
那

岐
の
民
家
に
疎
開
さ
せ
た
と
き
に
手
伝
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
終
戦
の
日
の
混
乱
は
目
に
余
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。 

戦
争
に
負
け
て
今
後
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ぬ
不
安

と
食
糧
難
、
物
資
不
足
の
た
め
か
、
同
級
生
は
３０
人
も

辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
故
郷
に
か
え
っ
て
も
、

６
人
兄
弟
の
一
番
上
で
、
食
料
難
は
お
な
じ
、
働
く
と

こ
ろ
も
な
く
、
仕
方
な
く
そ
の
ま
ま
我
慢
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
し
て
、
大
阪
で
戦
災
に
あ
っ
た
大
分
県
支

部
の
委
託
生
が
３０
人
鳥
取
に
来
て
、
ま
た
１
０
０
人
と

な
り
、
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
軍
隊

式
の
生
活
か
ら
一
変
し
、
不
安
定
な
が
ら
授
業
が
始
ま

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

養
護
教
員
は
看
護
婦
と
併
設
の
養
成
所
で
し
た
か
ら
、

卒
業
時
は
県
か
ら
免
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

保
健
婦
は
市
町
村
の
実
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
県
の
検
定
試
験
で
合
格
し
ま
し
た
。 

昭
和
２２
年
３
月 
無
事
卒
業
し
ま
し
た
。
大
分
県
支

部
の
委
託
生
も
大
分
県
に
か
え
り
１９
人
が
助
産
婦
養

成
所
の
生
徒
に
な
り
、
あ
と
５０
人
が
看
護
婦
・
保
健

婦
・
養
護
教
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
か
え
り
就

職
し
ま
し
た
。 

 

田
中
さ
ん
は
、
「
人
生
で
何
が
あ
っ
て
も
耐
え
る
力
を
も

ら
っ
た
し
、
世
の
中
に
異
変
が
あ
っ
て
も
、
耐
え
て
い
け
ま

す
。
こ
こ
ま
で
長
生
き
で
き
た
こ
と
は
、
若
い
こ
ろ
の
体
験

と
職
場
の
皆
様
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。」
と
結
ん
だ
。 

 
 
 
 
 

記
：
渡
部
一
恵 

[

今
後
の
イ
ベ
ン
ト]

 

●
生
涯
現
役
ま
つ
り
＆
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
選
考
会 

 

［
場
所
］
鳥
取
市
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館 

 

[

日
時]

９
月
５
日
（
日
）
１０
時
～
１６
時 

 

１２
時
前
後
に
「
碧
川
か
た
」
の
出
番
が
あ
り
、

ア
ミ
ュ
ー
（
３
人
の
グ
ル
ー
プ
）
の
フ
ル
ー
ト
・

ギ
タ
ー
・「
赤
と
ん
ぼ
」「
霜
の
朝
」
の
歌
が
あ

り
、
午
後
は
今
年
の
候
補
作
の
発
表
と
選
考
会

が
あ
り
ま
す
。 

●
次
回 

１３
回
研
究
会
は
米
子
で
す
。 

［
場
所
］
米
子
市
立
図
書
館
２
階 

 
 

３
・
４
研
修
室
（
１
時
か
ら
借
り
て
ま
す
） 

［
日
時
］
９
月
２５
日
（
金
） 

午
後
１
時
００
分
～
２
時
００
分 

 

図
書
館
玄
関
集
合 

天
神
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

※
歩
き
や
す
い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

午
後
２
時
頃
～
３
時
頃 

 

［
研
究
会
］
テ
ー
マ
「
織
田
正
三
氏
と
碧
川
家
」 

マ
ス
ク
着
用
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

の
で
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

９１
歳
の
田
中
郁
子
さ
ん 

 
 

 

戦
火
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の 

看
護
教
育
を
語
る 
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研究会で語る田中郁子さん（右） 


